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ふれあい消防119

　昭和47年（1972年）の千日デパート火災（大阪府大阪市）、昭和48年（1973年）の大洋デパート火災（熊本県熊本市）、平成
13年（2001年）の明星ビル火災（東京都新宿区）など、これまで消防法を大きく改正するきっかけとなった火災がいくつもあり
ました。
　実は、本組合管内でも消防法改正に影響した火災があったのをご存じでしょうか。
　昭和44年（1969年）２月５日、郡山市熱海町で発生した磐梯熱海温泉磐光ホテル火災です。
　この火災は、金粉ショーの舞台上でたいまつの火が幕類へ着火し、燃え広がったことで死者
30人を超える大惨事となりました。
　この火災により、カーテン、暗幕、どん帳などが防炎対象物品として指定されました。

消防豆知識　～消防法を改正させた火災～

『通電火災に注意！』
○通電火災とは！
　「通電火災」とは、台風や地震など
の自然災害により停電し、その後、
電気が再び通電することで発生する
火災のことです。
　例えば、地震の揺れで損傷した
電気配線や台風によって浸水し内
部が濡れたままの電気製品に電気が
流れたため、電気配線や電気回路に
ショートやトラッキングが発生して
出火したり、停電後、電気ヒ−ター
のスイッチを「ON」の状態のまま避
難したため、電気ヒーターが発熱を
再開して、電気ヒーターに触れてい
た可燃物が過熱され無人の住宅から
出火したりする事例があります。

○停電が発生した時は！
　「通電火災」の怖さは、避難して誰
もいなくなった室内から時間差で出
火することにあります。停電になっ
た場合は、次の「3つのポイント」に
注意しましょう。

　停電した場合は、電気製品のス
イッチを切り、電源プラグをコンセ
ントから抜きましょう。特に、避難
する際はブレーカーを落とすように
してください。

○停電が復旧されたら！
　停電が復旧し、電気が使用できる
からといって、一度水に濡れてし
まった電気製品を乾かして使用する
のは危険です。
　一見、故障個所が見当たらない電
気製品も内部に故障があり、電気が
流れると出火する可能性があります。
どうしても必要な電気製品がある場
合は、自分の判断で使用せずメー
カーに相談するなどの対処（点検・
修理）をして、十分に安全を確認し
てから使用するようにしてください。
　昨年の東日本台風（台風第19号）
では、郡山市内でも阿武隈川などが
氾濫し、床上浸水被害や停電が多く
発生いたしました。自然災害のあと
に潜む「通電火災」は少しの注意で防
ぐことができます。
　大切な家族や財産を守るために火
の用心をお願いします！

●通電火災を防ぐ
３つのポイント

【通電後に発生したトラッキング現象】

自然災害のあとに潜む火災危険！
「通電火災」は少しの注意で防ぐことができます。

１ 電気機器のスイッチを切る！

３ ブレーカーを落とす！

２ 電源プラグを
コンセントから抜く！

Check!

Check!

Check!

トラッキング現象再現動画
（郡山消防YouTubeチャンネル）

あなたもできる火災予防
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